
STウォータープロテクト

軽量止水シート

ST Water Protect

※当社実験値

通常時は
すっきり！！
通常時は
すっきり！！

かんたん
セット！！
かんたん
セット！！

わずかな漏水も許さない完全止水、漏水0％※。
W6,000×H600（mm）



持ち運び不要、
床下収納

工具を使わない
かんたんセット

最長幅15mまで
取付可能

穴があいても
裂けにくい強力シート

側面への圧着は
ワンタッチロック
形式なので安全
です。

床面下に止水シートを収納していますので、
その場ですぐにセットできます。

特許取得の安全性 持ち運び不要、
床下収納

工具を使わない
かんたんセット

最長幅15mまで
取付可能

穴があいても
裂けにくい強力シート

特許取得の安全性
（第4519479号）

我が国では、国土の1割を占める洪水氾濫域（洪水時の河
川水位より地盤の低い区域）に、人口の半分、資産の4分
の3が集中しています。このように、水害に対して脆弱な国
土環境であるため、毎年各地で、梅雨前線の活動や台風の
影響により、豪雨災害が発生しています。平成 16年には、
新潟・福島豪雨や台風 23号により、人的被害を含む大き
な被害が生じました。また、平成17年には、集中豪雨により、
東京都中野区・杉並区で浸水被害が発生しました。
都市部では、流域の開発や都市内のコンクリート、アスファ

突然やってくる水害対策は万全ですか？

ルト化による排水能力不足などから、都市型水害が生じてお
り、不浸透域の増大や地下空間の利用が被害を大きくしてい
る要因と考えられます。そして現在、「特定都市河川浸水被
害対策法」の制定などにより対策が進められています。
〈参照文献：国立国会図書館 ISSUE BRIEF NUMBER 544(JUN 13.2006)〉

STウォータープロテクト

軽量止水シート

ST Water Protect

万が一、小石や枝などで穴が
あいても裂けない特殊素材を
採用！！

水を1.5t 満タンにした状態で
ドライバーで穴あけテスト

官庁ビル入口（W：5,500×H：500mm）



下部レールフタ

サイド柱

中間補強柱 補強バー

中間補強柱 補強バー

ターンバックル（引上げ用取手兼用）引上げ用取手

両サイド柱のフタを開け、両サイド押さえ柱及び中間補強柱を取り出す。
下部レールフタをはずし、補強バーを取り出す。

中間補強柱を床面に差込み、補強バーをセットする（補強はH600以上）。
※サイズにより中間補強柱、補強バーが必要ない場合があります。

両端の引上げ用取手を持ち、シートを引き上げる。両サイドの取付部
分で固定し、中間柱に金具を引っ掛け、取付け完了。

取付実績例

STウォータープロテクト取付方法

シート上部のたわみを取る

1

2

3

かん

たんセ
ット！

重量車両通行対応商品

商業施設駐車場入口（W：5,520×H：350mm） 大学病院駐車場入口（W：6,340×H：500mm）

※既設出入り口に取付ける場合、防水層工事が必要となる場合があります。



STウォータープロテクト

軽量止水シート

ST Water Protect

※現場の状況により寸法変更可能

止水高さ

下部レール
（本体）

押え柱50×50

下部レールフタ
止水シート

水圧

F.L.

引き寄せ金具
サイド柱

※
H
16

4（
m
in
）

※192（min）

■後付けタイプ標準仕様

立断面図

平断面図

姿図〈引き戸〉

下部レール（本体）

補強バー

押え柱

ターンバックル
（引上げ用取手兼用）

中間補強柱引上げ用取手

排水パイプ

止水シート
中間補強柱

サイド柱

押え柱42×50

框扉（ステンレス）

外部側

内部側

W＝サッシ開口+22 42（サイド柱・押え柱）

サッシ開口+226

排水口

56
.5

※
19

2
（
m
in
）

42（サイド柱・押え柱）



STウォータープロテクト

軽量止水シート

ST Water Protect

※現場の状況により寸法変更可能

止水高さ

下部レール
（本体）

押え柱50×50

下部レールフタ

止水シート

水圧

F.L.

引き寄せ金具
サイド柱

■後付けタイプ特注仕様

立断面図

平断面図

姿図〈引き戸〉

下部レール（本体）

補強バー

押え柱

ターンバックル
（引上げ用取手兼用）

中間補強柱引上げ用取手

排水パイプ

止水シート
中間補強柱

サイド柱

押え柱42×50

外部側

内部側

42（サイド柱・押え柱）

※
42

7

W＝サッシ開口+22

29

42（サイド柱・押え柱）
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※
現
場
の
状
況
に
よ
り
寸
法
変
更
可
能
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サ
イ
ド
柱
カ
バ
ー
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サッシ開口+226

（サッシ開口）

排水口
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製品保証およびメンテナンス
① 保証書に記載の保証期間中に、「ウォータープロテクト」を使用した際、「ウォータープロテクト」からの過度の漏水などによる
　 事故が発生した場合には、「生産物賠償責任保険」にて対応致します。但し、火災・地震・噴火及びそれに起因する津波・火災・
 　故意又は取付け不良による漏水事故、構造体の変位及び関連他工事損傷等に起因して漏水事故が発生した場合は保証の対象で
　 はありません。
② 保証期間は保証書に記載された期日より 10年となります。但し、メンテナンス契約を受けない場合は保証対象外となります。
③ メンテナンスは毎 2年に 1回とし、メンテナンス契約は毎 2年更新の条件での保証対象となります。更新されない場合は保
 　証対象外となります。
④ メンテナンスの際、製品の状態により有償にて部品の交換が必要となる場合があります。

貯水試験にて性能値を確認
弊社工場試験で、設定された止水高さ（60cm仕様）
を余裕を持ってクリアしています。
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1本

補強中間柱
2本

補強中間柱
4本
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H＝1.0m～1.5m 補強中桟4段

H＝0.8m～1.0m 補強中桟3段

H＝0.6m～0.8m補強中桟2段

H＝0.5m～0.6m補強中桟1段
H＝0.5m未満   補強中桟無し

水
位
H

（m）

W寸法（m）
※設計範囲：W15（m）×H1.5（m）まで対応可能です。→中間柱は 1.5m以内とする。
　但し、自動扉・フロアヒンジ扉等は中間柱無しタイプで設計。

◆標準タイプ設計範囲と補強中間柱・中桟本数

〈販売代理店〉

止水シート製造元：グローバルアーク株式会社
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■品質向上を目的に予告なく仕様を変更する場合があります。また、印刷物と実物では色が多少ちがいますのでご了承ください。




